
テーマ     「文化の力で奈良を元気に！」     
期 間   平成30年 9月1日（土）～11月30日（金） 

 ◆ 若年層が多く利用するＳＮＳ等による情報発信を強化 

 ◆「奈良県大芸術祭」「奈良県障害者大芸術祭」公式ガイドブックの発行、公式ホームページの制作 

 ◆ 公共交通機関での広報、各種啓発物の制作、開催報告書・開催記録映像の作成 等 

◆まちなかアート（大芸） 
  奈良らしいロケーションを活かしたまちなかを舞台に、 
  誰でも参加できる体験型ワークショップの実施、奈良ゆか 
  りのアーティスト及び一般公募による作品の展示等を実施。 

「アート」分野 

実施概要 

【広報展開】 

【事業展開】 「音楽・演劇・ダンス」分野 

「文化財・文化遺産」分野 

◆屋外での参加・体験型イベント（大芸） 
  大人から子どもまでより幅広い年代が参加、体験できるように、屋外で市町村と

連携したイベントを実施。 

◆「フォーラム・ＮＡＲＡ」全２回（大芸） 
  奈良県の今後の文化戦略を考えるシンポジウム。若年層参加者の増加をめざす
テーマ、出演者を検討、実施。 

◆まほろば あいのわ コンサート（障芸） 
  障害のある人とない人が音楽を通じてともに楽しみ絆を強めるコンサート 

◆オープニング(大和のまつり)（大芸・障芸） 
  オープニングフェスティバルを県南部で 
 実施。小中学生も参加し楽しめるプロ 
 グラムとなるよう、賑やかな祭りを演出。 

その他、「秋のゴスペル＆ビッグバンドコンサート」、「にじいろ吹奏楽」等の事業を開催 

その他 

◆つながりステーション（大芸） 
  県内で活動する芸術文化団体等が情報発信や交流を行う 

◆ショッピングモールでのアートイベント（大芸） 
  ショッピングモールで開催する利点を活かし、ファミリー層をターゲットに、身近な 
 素材を使った子どもも一緒に楽しめる体験型アートイベントを開催 

その他、 「奈良県美術展覧会」、「プライベート美術館」等の事業を開催 

◆県民きらめきステージ（大芸） 
  県内で芸術文化活動を行っている団体や個人が、 
 歌やダンスなど日ごろの練習の成果を発表する県民 
 が主役のステージを設置 

平成３０年度「奈良県大芸術祭」「奈良県障害者大芸術祭」実施方針（案） 

◆障害者アート展（障芸） 
  障害のある人のアート作品のユニークさや素晴らしさを紹介 
 する展覧会 

◆ビッグ幡 in 東大寺（障芸） 
  全国の障害のある人から募集した絵画作品をあしらった「幡」の 
 掲揚 

◆アートワークショップ（障芸） 
  障害のある人とない人のアートを通じた交流を目的と 
  した身体表現、工作等のワークショップ 

◆屋外での音楽イベント（大芸） 
  社寺を会場に、市町村と連携して取り組むコンサート 

その他、「アートマネジメント人材研修会」事業を開催 
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